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銀行Payのコンセプト1

地元企業への付加価値の提供

決済端末不要

レジアプリ

レジアプリを市販の
タブレットに
ダウンロード

加盟店

新たなキャッシュレス決済手段の提供

即時に利用可能

スマホアプリ

利用者アプリを
ダウンロード

利用者プラットフォームを提供

利用者によるお友達の紹介

地域経済の活性化

加盟店によるキャンペーンの実施

地方自治体 商店街 金融機関

自治体と連携し、商店街の魅力

アップにつながる施策を実施。

○マルチバンク対応金融機関

福岡銀行、親和銀行、熊本銀行

○マルチバンク対応予定の金融機関（公表ベース）

（ゆうちょ銀行、りそな銀行、埼玉りそな銀行、近畿大阪銀行）

地元商店街の活性化支援 マルチバンク対応による利便性向上

県外から顧客を誘致できる地域商業ブランドの確立地域住民等による賑わいの創出 金融機関のネットワークの活用
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生体（顔）認証およびＡＰＩを活用した本人確認を導入（2019年3月予定）し、

より一層安心・安全なサービスを利用することができる。

稠密な店舗網、地銀ならではの顧客接点を活用し、

地方自治体、大学、地元商店街などと連携し、

キャッシュレスに取り組む。

地元の中小企業にキャッシュレスのプラット

フォームだけではなく、決済情報を活用した

プロモーション等の付加価値を提供する。

銀行の決済機能を活用することにより、取引日の翌銀行営業日に資金を入金し、

資金繰り悪化を心配することなく、キャッシュレス化を進めることができる。

地元のスポーツ大会などの地域のイベントに参加し、

キャッシュレスを推進する。

病院の自動精算機（レセコン）とシステム連携

することにより、病院のキャッシュレス化を

実現する。

金融機関としての機能・

ネットワークの活用

地域金融機関の店舗網・

顧客接点の活用

ＩＴ技術の活用と

外部ベンダーとの連携

銀行Payの特長2

加盟店

利用者
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銀行Pay（マルチバンク決済）3

＜銀行Pay（マルチバンク決済）＞

加盟店は取引銀行に「銀行Pay」の決済口座を開設することにより、提携銀行の利用者アプリでも

決済が可能となるしくみ。
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自動精算機との連携
-----------------------------
病院 ホテル ゴルフ場

駅の券売機との連携 交通機関

処方箋送信アプリとの連携
-----------------------------

調剤薬局

外部連携による加盟店拡大4



大規模店舗
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中規模店舗

小規模店舗

小売業 駅

決済端末 調剤薬局

CPMへも
対応予定

タブレット

POS

銀行Pay

レジアプリ

病院・薬局
ゴルフ場等

加盟店推進のターゲットと対象デバイス

5
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加盟店契約 業種

居酒屋

12%

各国料理

10%

喫茶店

5%

食料品

12%

衣料・
靴・カバン

10%

家具・
宝飾品

10%

ホテル・旅館

15%

自動車

5%

その他

21%

参考１ 加盟店契約 業種

飲食店

２７％






